
 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ウクライナの平和を祈っています 

春の公園、花々が皆さんをお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎館まつり・碑文谷フレンドパーク１２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 

 
 

 

 ２０２２年 春の号 

碑文谷公園くらぶ発行 

 代表：熊澤 祐子 

第９５号 コロナ禍 いつまで続くの？ 

後遺症も心配 皆さま お気をつけて！ 

 

 
無事です 明けましておめでとうございます 

第 57 号 暑さもお彼岸まででした 

やっと過ごしやすい秋です 

 

 
桜は蕾、第 12回目のイベントでした 

 

パンデミックの中でも、ここは、季節ごとに美し

い花が咲き、水がぬるめばボートが漕げる。桜の下

でポニーに乗ることができ、小動物と遊べ、広場で

自由に走り回れる。野球もテニスもできる。体育館

の中でバレーボールも、剣道だってできる。1年前

にできた新しい公園では、保育園でお雛様も飾って

あったし、低いけどお山登りもできるようになっ

た。近所のいくつもの保育園から遊びに来ている幼

い子らに出合える。そしてこんな街なかなのに、そ

ばの八幡様で、鶯の鳴き声を聞くこともできる。 

コロナ禍、第 6波が終息しないまま、第 7波です

か？いつまで続くのだろう。マスクの顔しか知らな

い子供たち。こどもの日、平和に感謝しながら、思

いっ切り遊べるといいですね。 

ウクライナの子らに、戦禍の下にいる世界の子ら

にも、ここに来てもらいたい。  （文責 熱海） 

 

 

今年も桜の便りが届く季節となりました。 

コロナ禍で開催された、北京冬季オリンピッ

ク及びパラリンピックでは日本選手の予想以上

の好成績で、憂鬱な日々に明るい話題を提供し

てくれました。スポーツ心が疼いてきた方も多

いのではないでしょうか。 

新型コロナウィルス感染症は、猛威を振るっ

ておりますが、５月５日には館祭り『碑文谷フ

レンドパーク１２』を開催する事といたしまし

た。感染予防に万全の注意を払って実施します

ので、ふるってご参加いただければ幸いです。 

今年度も、皆さまのスポーツ心に応えられる

ような体育館運営を目指して、職員一同頑張っ

ていきたいと思っております。 

碑文谷体育館 館長 小林 一政 

自由広場に集合 

桜の下でシュートの練習 

水ぬるむ 



 

 
◎子供動物広場より 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

◎園路の冠水 

 

大雨の翌朝、新しい公園の築山の南側、園路が水

浸しでした。排水が難しいのかな？ 

◎総会のお知らせ 鷹番住区センターで開催 

５月１５日（日）、１０時から、第２２回総会（決

算・予算、活動報告、今後の活動予定など） 

コロナが続き、メンバーの更新がままならない中、

今後どうしていくか迷っています。 

グリーンクラブの継続、さくらまつりの企画、イ

ベントへの参加、話し合う会の開催等、今後の方針

についての議題があり、ぜひ出席ください。 

～お知らせ～ 

○館まつり「フレンドパーク 12 」 5月 5日 

○くらぶの定例会など（住区センター） 

・定例会は以下の日曜日（10時～12時） 

4月 17日、5月 15日（くらぶの総会） 

6月 19日     

・公園の清掃は第 2・第 4日曜日午前 10時から 

4月 10日、24日   5月 8日、22日 

6月 12日、26日  

○公園関連の情報 

※体育施設の管理・スポルテ目黒（03‐3760‐1941） 

※動物広場・ハーモニーセンター（03-3714-1548） 

※碑文谷土木公園事務所（03⁻5721⁻7287） 

・その他の情報は区のホームページをご覧ください。 

～皆さんお誘いの上参加下さい～ 
くらぶは、★イベント、会報などの企画 ★利用 

のルールづくり、★近隣との協働、安心・安全、 

★花などの植栽、清掃の分野で、活動しています 

会費は年 1000円。郵便振込みの口座番号 

00120－5－173538 碑文谷公園くらぶ 

ご意見やご質問などは   

事務局 熱海（あつみ）郁三  

Tel 03－3713―0751 

早いものでコロナの感染が始まり「約２年」

が経ちました。人数・時間制限など動物広場の

利用方法は変わりましたが、桜は変わらず公園

を彩り、動物達にも季節にそった日常が流れて

います。そして来園するお子様方に、変わった

けれど変わらないエネルギーを感じています。 

生活・体・心、変化はあると思いますが、私

共との日常会話をこれほど喜んでもらえると

は…。動物との時間、心身を動かす体験をこれ

まで以上に味わってもらえるとは…。 

「子供の情緒によい」「大人も一緒に楽しめ

た」親御さんからのありがたい言葉を胸に、こ

れからも対策をしながら「居場所と体験」をお

届けしていきます。 

碑文谷公園こども動物広場 
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